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第11回グッドライフアワードエグゼクティブサマリー（要約）

キービジュアル

（取組を象徴するイメージ画像）

環境問題をきっかけに、より豊かな暮らしを提案するため「ヒト、モノ、コトの循環」を生み

出すコミュニティスペースです。これまで、一度も既存の電力会社と契約せず、リユースパネ

ルを活用し、100%電力自給しています。ワークショップの開催と、廃油を使用した「天ぷら

油カー」で古物の回収を行い、必要な人に循環させる活動をしています。

展望の要旨

環境への貢献

社会・経済への貢献

地域資源の活用

普及・汎用性

革新・ユニーク性

継続性

取
組
評
価
の
要
旨

店内の100%電力自給のほか、太陽光発電ワークショップの開催。廃油「天ぷら油カー」で古物を回収しゴミ削減

中高生の社会科見学の受け入れ、出張授業、講演活動を行う。工場近くの我入道海岸のビーチクリーン活動

サバ節工場だった場所をDIYでリノベーションし活用。近隣地域で無農薬栽培を行う農産物やオーガニック食品も販売

沼津市主催の社会実験「OPEN NUMAZU」にて企画協力を行う他、古物の回収＆循環はイベント出展でも実施

多様な考えや生き方を認め合うコミュニティスペースを運営。ワークショップや、人の挑戦を応援する企画を開催

活動のサポーターや、農家・アーティスト・飲食店など地域の人たちと関係性を構築し、助け合いを大事にしている

地球環境の問題を知らない人をゼロにする。豊かな生き方の選択肢を発信する唯一無二の「ヒト、モノ、コトの循環工場」に！

取組の要旨

人の経験や技術をシェアする「ヒト」の循環として累計360回以上のワークショップを開催。

「モノ」の循環として200箇所以上、1万点以上のアイテムを回収。「コト」の循環として、

元々サバ節工場だった場所を、のべ500名以上のサポーターと一緒にDIYで改装。その他、中高

生の社会科見学を20校以上、行政やまちづくり団体等の視察の受け入れも行っています。

実績の要旨

環境に寄り添い、「ヒト、モノ、コト」を循環させる「循環工場」取組名称

企業 ／ 学校 ／ NPO・任意団体 ／ 自治体 ／ 地域コミュニティ ／ 個人 ／ユース部門（概ね30代以下の次世代を担う若手が中心となって実施する取組はこちらにもチェックしてください）／その他取組主体の種別

団体設立後
の経過年数

活動地域応募取組主体名称 循環ワークス 応募取組の
活動年数

サステナブルデザイン賞／子どもエンパワーメント賞／環境と福祉賞／環境地域ブランディング賞／環境ひとづくり賞／環境社会イノベーション賞／地球と人への想いやり賞／

SDGsビジネス賞／ EXPO2025 いのち動的平衡賞

2年

2年

応募取組に関連
する

実行委員会特別
賞
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